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岩手県における小麦・大豆を基幹とする薪体系化技術に関する研究

第6報　麦梓の畑土壌中における分解について
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1　緒　　　　　言

小麦のコンバイン収穫跡地で作物を栽培する場合，麦梓

をすきこんだ条件で栽培することが多い。麦梓の全量圃場

還元は地力維持の面からは有用であるが，分解時の窒素の

取りこみ等が問題となる。麦梓すきこみが後作物に及ぼす

妄1供託条件

影響については第2報で報告したが，本報では麦樺の畑土

壌中における分解についての結果を取りまとめ報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験場所　岩手農試県南分場

（2）供試条件　（表1）

年 次 供 試 土 壌 供 試 麦持
麦 梓 す き
こ み 量
（吻 亮 ）

窒 素 種 類
窒 素
施 肥 量
（吻 ／も）

麦 繹 す き

こ み 日
（月 日 ）

備　　　　　　　　　 考

昭 56 褐色 低 地 土
大 麦

小 麦
50
硫　 安

石 灰 窒素

0 ， 0．2

1．0 ， 1．5
7．28

昭 57

黒 ポ ク 土

褐色 低 地 土

黄 色 土

小　 麦 50 硫　　 安

0

0．2

1．0

8． 7
各 土 壌 ともpH 6．5 ，有効 燐 酸 16呼 目標

に 土 壌 改 良 P 20 5，Ⅹ20 1．0吻／8 施 用 。

（3）麦梓の処理法

菓身・彙鞘部をとりのぞいた垂梓部の第2，3節を約10

ぐれに切断し，サランネット製の袋に横に並列して入れ2～

10餌の深さに埋設する。

3　試　験　結　果

（1）大・小麦得の分解について

土壌中における分解は大麦得・小麦梓ともはば同様の分

解率を示し，大差が認められなかった。

また麦梓の分解は施肥により進み，窒素施用量1．的針も

までは増肥効果が認められたがそれ以上の増肥効果は認め

られなかった。また同一施肥量の場合，硫安より石灰窒素

で分解の進み方が早まった。

（2）土壌型別の分解について

岩手県内に広く分布する黒ポク土，褐色低地土，黄色土
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図1　大・小麦梓の分解（昭56）
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図2　土壌別小麦梓の分解（昭57）

の3土壌を供試し，土壌条件が麦岸の分解に及ぼす影響に

ついて検討した。

麦樺の分解は土壌の種類によって進み万が異なり，黒ポ

ク土，褐色低地土で早く，垂粘な責色土ではおくれた。窒

素施用による分解促進効果は3土壌とも認められた。

麦梓の炭素保有量は禾分解残渡重率とはば同様の推移を

示した。

麦梓の窒素含有率は黒ポク土ではすきこみ後30日まで急

激に増加し，30日以降もゆろやかに増加した。また窒素施

用量が多いほど増加率も高い傾向を示した。黄色土では増

加率はやや低いものの黒ボク土とはは同様の憤向を示した。

しかし肥沃な褐色低地土では窒素施用量による差はきわめ

て少なかった。
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回3　小麦梓窒素含有率の推移
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麦梓の全窒素保有量はすきこみ20～30日後まで急激に増

加し，その後は平衡状態となった。したがって麦梓の分解

時における窒素のとりこみは，すきこみ30日後には終了す

るものと考えられた。すきこみ30日後の全窒素保有量は窒

素1．0たか／も施用の場合ですきこみ前保有量の約2倍となっ

た。また黒ポク土，黄色土では窒素施用量が多いほど全窒

素保有量も多くなる傾向を示したが，肥沃な褐色低地土で

全
案
素
保
有
量

全
窒
素
保
有
量

全
窒
素
俣
有
量

100

・、・て

しこ，ニ∴・・・■●’

。／　‾　0

．．・・・・・・・・・・一：●

．－一一0－●－一－・一〇

r■＿＝■一一一一一一一…一一一●■X

x一剛吊り無肥料

⊂一・・一40．2kg／8

●一・・一一1．0kg／8

10　　　20　　　30　　40　　　50　　　60

10　　　20　　　30　　　40　　　50

10　　　20　　　30　　　40

日　　　数

50　　　60

図4　全窒素保有量の推移

（すきこみ前′ト麦梓の保育墨を100として図示）

は窒素施用垣による差は少なかった。

なお麦梓からの窒素の放出はすきこみ60日後でも認めら

れず，60日以降になるものと考えられた。

4　摘　　　　　要

（1）土壌中におけろ分解は大・小麦梓で大差が認められ

なかった。

（2）麦梓の分解は施肥により進み，硫安より石灰窒素で

進み万が早まった。

（3）麦梓の分解は土壌の種類によって異なり，黒ポクこし

褐色低地土で早く，重粘な黄色土でおくれた。

（4）麦樺の窒素のとりこみはすきこみ30日後まで認めら

れ，すきこみ30日後の全窒素保有量はすきこみ前保有量の

約2倍となった。

（5）麦梓からの窒素の放出はすきこみ60日後でも認めら

れなかった。


